
＜平成２４年６月 第２回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

災害時の動物避難対策のその後についてお伺いをいたします。 

ことし４月に首都直下型地震の被害想定見直しが東京都より公表されました。

大きな災害が起きたとき人命救助は最優先で行われることは当然であります。 

しかしながら、犬や猫といったペットを家族同様に大切にされている方がいる

こと、これもまた事実であります。 

そうしたことから、これまでも何度か動物の避難体制の確立の必要性について

の質問をしてまいりました。その中で、平成 23 年６月議会において、「動物の

避難体制を進めるために必要な獣医師会との提携を年度内に結んでいく」との

答弁があったわけでございますが、この獣医師会との協定は、その後結ぶこと

ができたのか。この点についてお伺いをいたします。 

 

◎市民生活部長（筒井雄三君） 

災害時の動物避難対策のその後について、獣医師会との災害協定の締結の状況

でございます。 

災害時のペット対策につきましては獣医師会の協力が不可欠であります。本市

が作成いたしました災害時における動物救護活動に関する協定書案を本年３月

に東京都獣医師会、多摩西支部の支部長にお渡しし、現在協定内容について支

部内での御協議をいただいております。 

協定による協力業務の内訳ですが、負傷したペットの応急処置、ペットの保護

や管理、動物救護活動への指導、医薬品やペットフードの調達等であります。

今後、細部の調整作業を同支部との間で行ってまいりますが、議員御指摘のと

おり、今年度中には協定を締結してまいりたいと努力してまいります。 

 

 



◆４番（山本みちよ君） 

災害時の動物の避難対策につきましては、これ平成 23年度６月だったので、も

う１年延びるということですね、今年度ということで、またしっかりと対策を

お願いしたいと思います。 

今、災害時にはみずから守る自助の大切さが言われておりますが、ペットを飼

っている飼い主さんたちにとっても、いざというときには自分のペットが周り

の方に迷惑をかけないように、ふだんから訓練していくといったような責任を

持っていただくことが欠かせません。そうした意識啓発のセミナーの開催状況

について、また今後の開催予定についてお伺いをしたいと思います。 

 

◎環境下水道部長（原一秀君） 

災害時の動物避難等の講演会に関する御質問でございますけども、平成 23年度

は環境啓発事業の一環としまして、東日本大震災を受け、いわゆるペットの防

災をテーマにした講演会を３月 25日に開催いたしました。 

今後についてでありますけども、この講演会はその時々に応じた環境に関する

内容をテーマとして取り上げてございますので、ペットの防災についても、こ

の講演会につきましても、また機会を見て取り上げていきたいと、こういうふ

うに考えてございます。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

なかなか継続的な開催は難しいという状況ということでございますが、今回の

立川市で全戸配布される防災ハンドブックにも載せるなどをして、引き続きの

意識啓発をお願いしたいと思います。 


